
PSG コンバータについて 

 
PSGコンバータ（PSGConverter）は，データフォーマットが公開されている TEACの TAFFmat 
から日本睡眠学会コンピュータ委員会の PSG共通フォーマット（ver.1.10 ）への変換ソフトです． 
Windowsの画面でスタート ---＞ プログラム ---＞ JSSR_CC ---＞ PSGConverter で動作します．
始めてお使いの時は，同封のユーザＩＤとパスワードを入力しユーザ登録を行ってください． 
PSGConverterが立ち上がると下記のような画面になります． 

 
メニューバーから TEACを選択し，コンバートするファイルを読み込んでください． 
下記の画面で，患者情報を入力してください． 

 

 



次にモンタージュの設定を行います． 
学習用 PSGステージャで睡眠段階の自動判定を行いたい場合には，この設定は重要です． 
記録のチャンネルごとの Type, Rate（サンプル周波数），AD，Sens，TC，HFFを設定します． 

・ ADは，TEACのデータレコーダの場合，一般には 16ビット A/Dで，±5Vの A/D入力の
場合には 1Vの A/D値は 6,554になります． 
・ Sensは記録アンプの増幅率を勘考し，最適の値を選んでください． 
・ TCあるいは LFFは記録チャンネルごとに測定時の時定数あるいはローカットフィルタの
値を入力してください． 
・ HFFは，記録チャンネルごとに測定時のハイカットフィルタのカットオフ周波数を入力し
ます． 

 
 



次に変換実行画面に移ります．変換先のファイル名を入力し，変換開始ボタンをクリックすると
変換が始まります．フレーム時間は，1秒に設定してください． 

 
 
これで TEACの TAFFmatデータから PSG共通フォーマット（ver.1.10 ）のデータに変換され，
学習用 PSGビュアで PSGデータを観察することができるようになります． 
なお，PSG共通フォーマット（ver.1.10 ）に変換した PSGデータを学習用 PSGステージャで睡
眠段階の自動判定する際には，学習用PSGビュアでキャリブレーション補正を行ってください．
詳細は，学習用 PSGビュアのヘルプの応用操作を参照してください． 


